
課所室業務棚卸総括表

16 部局 課所室 作成者（職） （氏名） （連絡先） 棚卸表コード No.

7月16日 財政部 資産税課 - - - ⑯２財資０1 財政－7

実績(H15） 目標(H17) 人工数(人） 予算（千円）

19.5% 20.2% 38 84,428

100% 100% 14 67,456

実績(H15） 目標(H17)

０１

100% 100%

０２

100% 100%

０３

100% 100%

 平成16年度（前期）行政経営会議用  様式２

適正な課税への迅速な修正および更正の確立

2,215

処理時間を短縮する。

適正な納税義務者の管理

677
関係官署との連携を強化する。

①登記済通知書による納税義務者の把握

62,657

1 固定資産税地理情報システム構築事業
　目的　航空写真を活用し課税資料となる図面（航空写真、地番現況図、家屋現況図）整備を行
　　　　　い、固定資産税の課税客体を的確に把握する。
　内容　合併に伴い河辺町、雄和町の課税資料の整備を早急に行う必要があり、また地図情報を
　　　　　データベース化して膨大な情報を効率よく処理し公平な課税と業務の効率化を図る。
　計画　平成１７年度から平成２１年度までの５ヶ年でシステム構築を行う。
　

効率的な評価方法の確立

①評価システムによる迅速な評価
②路線価検索システムの運用
③オンラインシステムへの入力
④評価図面の作成・加除修正
⑤土地利用の実態調査

適正処理率

活動概要（担当業務目的達成のための手段（２桁レベル））
事業費
（千円） 備考欄活動における指標

担当業務目的達成のための主な手段（４桁レベル）

成果指標

上位目的 歳入基盤を確立することによって、安定した財政運営を行う。 一般会計歳入予算に占める固定資産
税の構成割合(H14年度 　20.2％基準）

①市民からの問い合わせによるスムーズな対応
②各種申請書の受付
③課税内容の訂正と納税義務者への通知

年度 担当（係）

作成日 土地担当

業務名称 土地に関する賦課業務

担当業務
目的 適正で公平な土地の賦課を行う。

税制度に基づく適正かつ効率的な評価の実施
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実績(H15） 目標(H17)
活動概要（担当業務目的達成のための手段（２桁レベル））

事業費
（千円） 備考欄活動における指標

担当業務目的達成のための主な手段（４桁レベル）

０４

１年 ８ヶ月

０５

89% 100%

適正評価を行うための職員育成

800

評価ができるようになるまでの期間の短縮

①各種講座および研修の受講
②担当内研修の実施

特別土地保有税の申告の受付

1,107

自主申告を促進する。

①適正な課税客体の把握
②自主申告の促進を図る
③適正公平な課税
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